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第１章 位置付け 

 

第１節 性格 
 

本アクションリストは、「曽於市DX推進計画」（本編）に基づき、各施策を具

体的に実⾏・管理するための実施管理資料です。本編で掲げる10の重点プロジェ

クトを着実に推進するため、施策内容、導⼊対象、実施段階、所管課などを整理

しています。 

また、本リストは毎年度更新を原則とし、技術⾰新や国制度改正、財政状況、

施策効果等を踏まえながら、必要に応じて柔軟に施策の追加・⾒直しを⾏いま

す。 

 

第２節 役割 
 

本アクションリストは、単に施策を⼀覧化するだけではなく、DX施策を「計画

し、進捗を確認し、改善しながら継続的に運⽤する」ための実務管理ツールとし

て活⽤します。 

各施策について、所管課や進捗段階を整理することで、現在の取組状況を分か

りやすく可視化し、庁内で共通認識を持ちながら進捗管理を⾏います。また、本

編で設定したKPIと連動させることで、実績の把握や効果検証にも活⽤します。 

さらに、本リストは翌年度予算編成における優先順位付けの根拠資料として活

⽤するとともに、国・県補助⾦の申請や制度変更時の差替資料としても活⽤しま

す。 

このように、本アクションリストは、施策管理・進捗管理・評価・予算・補助

⾦対応を⼀体的に⽀える運⽤基盤として位置付けます。 

 

役割 内容 

実務管理 各施策の所管・実施段階を可視化 

進捗管理 進捗区分により施策の状況を把握 

KPI管理 本編KPIに紐づく実績の集計 

予算査定 翌年度予算編成における優先順位付けの根拠 

補助⾦対応 国・県補助⾦の申請・差替対応の根拠資料 
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第２章 進捗管理区分 

 

本アクションリストでは、各施策が現在どの段階にあるのかを共通の基準で整

理・管理するため、「進捗管理区分」を設定しています。 

DX施策は、「検討」「実証」「本格導⼊」「拡充」など、段階的に進めていく必

要があります。そのため、単に「実施済・未実施」で管理するのではなく、「現在

どの段階にあり、次にどのような判断が必要か」を分かりやすく⽰す仕組みとして

います。 

例えば、「検討段階」では制度⾯や費⽤対効果を確認し、「実証段階」では試⾏

実施を通じて改善点を整理します。その後、「本格導⼊」「拡充段階」へ進み、必

要に応じて「⾒直し」「統合」「廃⽌判断」を⾏うことで、限られた財源や⼈員を

重点施策へ再配分します。 

この進捗管理区分は、施策の状況を可視化するだけでなく、予算化判断、拡⼤判

断、改善判断など、⾏政内部の意思決定と連動させながら運⽤します。また、毎年

度の進捗確認やPDCAサイクルにも活⽤し、継続的な改善と「やめるDX」を進めて

いきます。 
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第３章 施策⼀覧 

 

第１節 ステータスサマリ（令和９年度版） 

 

アクションリストの施策管理のため、６つの領域ごとの施策について、現在の

進捗ステータスを可視化しました。 

※ 本章の６領域は、10の重点プロジェクト番号順に整理しています。 

 



 5 

 

第２節 フロントヤード（重点プロジェクト①②③） 

 

市⺠が「便利」と感じる⼿続、サービスのデジタルを推進します。 

 
※ LINE、LINE のロゴは、LINE ヤフー株式会社の登録商標または商標です。 
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第３節 バックヤード改⾰（重点プロジェクト④⑤） 

 

デジタルと業務改⾰で、⾏政の⽣産性と質を向上します。 
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第４節 データ・基盤（重点プロジェクト⑥⑦） 

 

データをつなぎ、活かす基盤整備で、政策⽴案と業務効率を加速します。 
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第５節 地域・産業DX（重点プロジェクト⑧） 

 

デジタル技術の活⽤で、地域産業の⽣産性向上と持続可能な地域づくりを推進

します。 
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第６節 推進体制・⼈材（重点プロジェクト⑨） 

 

⼈材の育成と外部連携の強化により、DXを推進する組織基盤をつくります。 

 
 

第７節 やめるDX（重点プロジェクト⑩） 

 

効果の薄い施策や仕組みを⾒直し、限られた資源を未来の重点分野へ再配分し

ます。 
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第４章 毎年度更新ルール 

 

第１節 年間サイクル 

 

本アクションリストでは、毎年度のPDCAサイクルを基本としながら、技術動向

や社会環境の変化に柔軟に対応するため、OODAの考え⽅も取り⼊れた機動的な

進⾏管理を⾏います。 

年度当初に実施計画及びKPIを設定し、各施策の実施状況や成果を四半期ごとに

確認するとともに、中間レビューや効果検証を通じて、必要に応じた⾒直しや予

算反映を⾏います。 
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第２節 追加・⾒直しの基準 

 

本アクションリストでは、社会環境や技術動向の変化に柔軟に対応するた

め、施策の追加・変更・廃⽌を固定化せず、継続的に⾒直す運⽤を⾏います。 

⾒直しの判断は、国制度改正や新たな補助制度、AI等の技術⾰新、災害・⼈

⼝動態変化などの社会情勢、財政状況、KPI実績や施策効果、市⺠・職員からの

提案等を踏まえて総合的に実施します。 

また、実証段階の施策については、年度単位のPDCAサイクルに加え、短期間

で試⾏・改善を繰り返すOODA型運⽤を取り⼊れ、変化に迅速に対応しなが

ら、効果の⾼い施策へ柔軟につなげていきます。 

施策の追加・変更・廃⽌は、以下のいずれかに該当する場合に⾏います。 
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第３節 公開・運⽤⽅針 

 

本編「曽於市DX推進計画」と本アクションリストは、曽於市公式ホームページ

で公開します。あわせて、本アクションリストは毎年度更新し、施策の進捗状況

や⾒直し内容を反映しながら、継続的な改善を図ります。 

本編となる「曽於市DX推進計画」は計画期間中の基本⽅針や全体戦略を⽰し、

本アクションリストでは、施策の進捗状況、KPI、追加・⾒直し内容を毎年度更新

します。さらに、概要版やKPIダッシュボードを活⽤し、市⺠や議会にも分かりや

すく情報を共有します。 

また、改定履歴や過年度版をアーカイブとして管理することで、施策の変遷や

改善状況を確認できる透明性の⾼い運⽤を⾏います。KPIについては、ダッシュボ

ード等による可視化を進め、進捗状況を継続的に共有・改善していきます。 

 



